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昭和27年、長野県で一番早く国宝に指定された八角三霊塔。八角形の塔で現在に
まで伝えられたill物は、この安楽寺白塔が園内では唯一のものです。
観雑な木組みや扇の 1~tのように広がる垂水に支えられた屈服炉、外側に向かつて

大きく軒を強り出している傑王ihaるも由に華やかさを感じさせます。これは鎌
古時代に中国から伝えられた 「禅宗様」と呼ばれる建築様式白特徴を表しています。

鎌窟時代の塩田平は 「信州の学海」と呼ばれ、学聞を志す多くの人々が集まった

と言われます。八角三重塔はそ白当時白息吹を今に伝えている白で1."う。

「小学校の頃、両組といづしょに富田由お寺や神社を散聾したことがきヲかけで、

別所由お寺を夏休みの自由研究にしたことがありました。そのころからず勺と八角

三重搭が強〈印畢に残っています。どっしりとした安定感があって、下から見上げ

る木組みがとても美しく、見る人を飽きさせないですね」と中村さん。

八角三重塔をはじめ市内には数多く申文化財があります。いずれも長い間人白手

によって大切に守られてきたも申ばかりです。 1月24日同から26目的にかけては、

市内白文化財を火虫などの虫害から守るため、 「文化財防火デ J(1月26日)にち

なんで火災忽定訓練や各種点検が行われます。今度は私たちがこ由大切な遺産を未

来に引き継いでいく帯です。

企錐麗者
中村豊千代吉ん

〈蛇iR)

上回市1.、環境に闘する国際標準規縮18014001
の箆E取得を目指しています.今号から紙を
軽く、古紙配合率1凹%とし、紙の減量・りサ
イクJHヒを進めます.
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民生署員 ・児量委員が一斉に改選され、上田市では平成13年12
月1日付けで222名のかたが厚生労働大臣から霊嘱されました。世

期1;13年間です。
民生霊員 ・児童委員i彦、一人ひとりが担当する地繊を持ち、奉

仕の精神により誰もが安心して暮らすことができる地場社会づく

りを目指して、社会福祉に関する相談や支彊を行っています。相

肢の内容や輯密が他に謂れることはありません.

また、毎月 1回、地区白金輔(市内14地区)を開いて、小中学桂
や保育園、市町福祉担当者を支えて、問題点を毘し古コていますa

b問い合わせ 福祉繰(回@5130)

催国百合子

14.1.16 [2] 



大石橋架橋事業や

緊急地域雇用対策などを実施
12月市議会定例金が11月27日から12月17日まで聞かれました。今回

は34灘案が拠出され、審磯申結果、全議案が可決されました。

補正予算には、①こども館の位置 ②廃宣用油再嶋料化施段川町支

援③平曲川水辺プラザの整備 ④大石漏架橋事業 軍緊急地域雇用

対策 などを計上し、これにより補正桂の一般会計予算は441Ul8.404

万円余となりました。
山内山

また、教育委員会委只に清水卓爾さん (61歳・上塩民)が任命され

ました。・12月市植会で決まった13年度予算
「 補正予耳額一」ー 予算詩画

般会計 151・1，686万円 |判H8:8.4加万円
特別会計 1 3健9，363万円 1279纏:8，267万円

.主な条例の制定・改正など
1>上田市産学官連携支援施股条例の制定

信州大学繊維学部晴内に建設している上田市産学官連携支援施政が

l月末に完成する且込みとなったため、この施設の設置 ・管理につい

て否決例を定めたも白です。

.一般会計等補正予算の主な内容
b塩田酉こども館股置事業 ・ 46万円

塩田西小学伎の特別教室練を活用し、児童館的機能を持つ 「こども

館」を開設します。

1>廃貴周油再熔料化施股股置賀補助金 400万円

NPO法人が行う、廃食用抽をディーゼル車の燃料として再生利用
する再燃料化施設由設置を支援するものです。給食センターなどから

出る廃住用油も再生利用し、リサイクルを推進します。

1>干曲川水辺プラザ霊備事業ー '5.000万円

千曲川の水辺空間自有効活用を図る園田水辺プラザ事業のー療とし

て、 「上回 道と川の駅」の 「川町駅」ゾーンに関連する用地を取得

し、ベンチ・水飲み掛などを艶備します。

このほか、小品・御所 ・諏勧尼・上田駅温泉口周辺白干曲川河川敷

でも、水辺空IlIlO)I監備を行います。
1>大石橋架橋事業・ ....1償却方円

昨年9月の台風見笹で担i擁した橋の撤去、車道三車線と片側に歩道

を備えた新情へ白架け替えのための地質調査・詳細設計を行います。

1>緊畠地蟻雇用対策事業 3.341万円

松くい虫障害木の切り倒し・草剤処理、処理済み木を覆うビニール

ソートの撤去を集中的に行い、雇用車j出を図ります。

.教育委員会委員の任命
次由かたが、教育委員会委員に任命されました

[関連記事15ページ]。

清水卓爾さん (61歳・上塩民)
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• 女性人権擁護委員による

暮らしの中の悩みごと相談所o 
長野地方法務局上田支局 (~2001)

「いじめ・体罰」 など子どもに関する問題、家庭内での問題、隣近所のもめごと芯ど、

毎日の暮らしの中で起こっているさまざまな問題について、女性人権擁護委員が相続に

応じます。相践は無料。秘密は厳守されますので、お気軽にご相裁ください。

1>とき 2月10日旧伴睦l時-4時 1>ところ リヴイン上回底地下l階コミュニティ・
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.2月の粗大ごみ回収日
2月16日(:1:)...クリーンセンター駐車柵
回収時聞は午前10時~正午.処理費用(実質)がかかります.



「斜細文{国棚火事ーJ 土田市長選挙
土田市摘会輔員補欠選挙
-・I~をヨ :11:1; ・ ~J:((;圃・
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1月26日は、昭和田年に法隆寺金堂町火災で日

本軍古の壁画が焼損した自にあたります。また、

この時期は火災が多いことから、火災によって二

度と貴重E文化財を失うことのEいよう昭和初年

にこの目を 「文化財防火デー」と定的、全国的に

宜化財に対する保属意磁の高揚を図りながら現在

に至っています.

上田市には国宝や軍要文化財など優れた文化財

が数書くあり、文化財田宝庫と曹わ札ています。

毎年この 1月26日近辺に文化財への立入検査な

どを実施し、「文化財防火運動」の推進を図って

います。

貴重な文化財を火災などの災害から守り、子ど

もや孫たちに贈り物として引き継いでい力、怠けれ

ばなりません。

そのためには、一人ひとりが文化財に対して深

い理解と愛護の心を聾い、文化財を大切にする習

慣を身につけましょう。
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島

一
去
さ
ん

マ
受
情
料

無
料

マ

申
し
込
み

l
月
別
日
開
ま
で
に
生

活
環
境
課
へ

へ

今
帯
卒
業
で
就
犠
未
内
定
の
学
生
、

健
圃
朝
さ
れ
た
か
た
、
転
職
を
唱
え
て

い
る
か
た
な
ど
を
対
輩
と
し
た
就
職

面
接
会
を
聞
備
し
ま
す
。

マ
と
き

2
月
日
日
制
午
後
l
時

1
4
時

マ
と
こ
ろ

上
田
高
砂
殿

(天
神
二
丁
目
)

マ
欝
加
事
業
所

東

・
北
信
地
域
自
事
業
所

マ
対

聖
書

仕
事
を
求
め
て
い
る
か
た

商
工
慢
嗣
岨
申
E
3
8
5
)

平
成
同
年
春
卒
業
予
定
の
大
学

・

短
大

・
専
植
学
校

・
各
種
学
校
生
白

た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
聞
協
し

ま
す
。
上
田
地
域
で
採
用
を
予
定
し
て
い

る
企
業
白
担
当
者
と
個
別
而
接
を
行

い
ま
す

(申
し
込
み
は
不
要
三

マ
と
き

2
月
別
日
附
午
桂
1
時

1
4
時

マ
と
こ
ろ

市
ヶ
在
会
館

「グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
巷
」
(新
宿
区

市
ヶ
笹
本
村
町
4
1
1
ロ

J
R
線

・

地
下
鉄
市
ヶ
ハ
合
駅
か
ら
徒
歩
3
八万)

-
子
で
ど
き
ぞ
/

子
育

τ支
援
セ
ン
タ
ー
の
錯
し

子
育
て
支
緩
セ
ンタ
ー

(繭
観
保
育
園
向
嗣

窃

3
0
9
8
)

-
開
放
保
育

マ
と
こ
ろ

南
部
保
育
園
マ
定

員

ω組
マ

申
し
込
み

左
記
白、

①
は
受
け
付
け
中
。
②
は
2
月
四
日

開
か
ら
畳
け
付
け
ま
す
。
月
1
金
曜

日
午
前
9
時
3
午
碓
4
時
に
、
子
育

て
支
畳
セ
ン
タ
ー
へ

①
『
子
育
て
間
演
会
』

マ
と
き

2
月
6
日
刷
午
前
凶
時

1

マ
内
容

講
演

『絵
本
の
中
田

父
親
憧
』
(講
師
児
童
文
学
研
究

者

・
稲
垣
勇
一
さ
ん
〉

②
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

マ
と
き

3
月
7
日
附
午
前
叩
時

i

V
内
容

平
成
日
年
度
開
量
保

育
閉
校
式
、
手
遊
び
、

パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
ゲ
ー
ム
な
ど

・
わ
ん
ぱ
く
広
場
〔
申
し
込
み
不
要
)

①
場
南
公
民
館
に
て

マ
と
き

2
月
辺
日
幽
午
前
山
時

1
日
時
日
分

マ
内
容

運
動
型
遊
び
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
リ
ズ
ム
遊
び
等

②
神
川
児
量
セ
ン
タ
ー
に
て

マ
と
き

3
月
5
日

ω午
前
川
時

1
日
時
日
分
マ
内
容

運
動
遊
び
、

手
遊
び
、
エ
プ
ロ
ン
ン
ア
タ
!
等

2月2目出 ツルヤ大星磨、マツヤよ園膚
2 ~ ，目出 i!!i友敬和慮、商友三好町腐、 Aコープコア温園唐
2 JJ 16日出 マツヤ上筒インター庫、やおふく上犠庖
2~23日出 ジ，スコ上園慮、しおだ野シ， ヲピングセンター

-ウィークエンドリサイクル2月の日程
園概略聞隠午前10時-J[写{鴎伺厳守l.U のびん.缶.
盲録、古布が幽ttます.アJva優陣、つぶして幽しましaラ.14.1.16 [5] 



上回女声大合唱

「水のいのちo 発会式
現在、上目立声大合唱r*のいのち ・メサイアを歌う会」を発足し、車毒事6月下旬由演奏会を目
指して準備を進めています。

大合唱をしてみたいかた、どEたでも大歓迎です。 発会式へご量参加ください.

・発会式

1>とき l月27日l回午桂 l時30分-3時30卦 bところ 中央公民館大会議室 1>内容 顔合わ
せ、第 l回目白練習 1>書加料 2000円 (別に、楽需は実質) 1>問い合わせ 中央公民館 (II!I)@

07帥) ・深町古車 (圃腸0352)

メサイアを歌う会」• 

お知らせ

i jli! 
最
近
、
訪
問
販
売
で
、

「
消
防
署

員
や
ガ
ス
全
社
目
社
貝
を
か
た
勺
て

消
火
器
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
岨
購
入
し

て
し
ま
っ
た
。
桂
で
考
え
た
ら
、
高

額
な
の
で
解
約
し
た
い
」
と
の
相
談

が
、
市
役
所
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

販
売
方
法
は
悪
質
で
、
消
防
署
日

や
ガ
ス
金
祉
の
祉
貝
を
思
わ
せ
る
制

服
を
世
て
来
訪
し
、

「一

般
家
庭
に

も
消
火
器
を
置
く
義
務
が
あ
る
」
と

強
引
に
購
入
を
勧
め
ら
れ
、
考
え
る

時
間
や
家
族
に
相
談
す
る
時
間
も
な

い
ま
ま
、
そ
の
場
で
現
金
を
支
払
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

購
入
を
勧
め
ら
れ
た
時
は
、
本
当

に
必
要
な
商
品
か
、
他
の
町
田
価
格

や
品
質
と
比
較
す
る
な
ど
よ
く
検
討

し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
暗
入
し
た
場

合
は
、
必
ず
領
収
容
を
請
求
し
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

訪
問
販
売
で
、

一
定
白
商
品
を
契

約
し
た
が
解
約
し
た
い
場
合
は
、
契

約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て

8
目
以
内
に
解
約
通
知
を
出
す
と
、

輯
条
件
で
契
約
の
解
除
が
で
き
る

「
ク
l
リ
ン
グ

・
オ
フ
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
ク
1
リ
ン
グ

・
オ
フ
の
仕

方
は
、
販
売
会
社
あ
て
に
、
は
が
き

に
契
約
を
解
除
し
た
い
旨
を
書
い
て

コ
ピ
ー
を
と
っ
て
か
ら
郵
亜
局
で
簡

易
帯
留
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

コ
ピ
は
証
拠
を
残
す
た
め
に
必
要

で
す
か
ら
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

、
。ま
た
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
契
約
を
し
て

あ
る
場
合
は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
会
社
あ

て
に
も
出
し
て
お
く
と
確
実
で
す
。

群
し
く
は
、
市
役
所
か
上
回
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

園
傭
調
パ
ス
・
オ
レ
ン
ジ
パ
ス

-

園
共
通
墾
車
券
寄
ご
利
用
〈
法
さ
い

-

海
野
町
商
庖
街
振
興
組
合
と
中
央

通
り
商
庖
街
振
興
組
合
で
は
、
オ
レ

ノ
ジ
パ
ス
が
運
行
開
始
、
ま
た
循
環

パ
ス
も
連
行
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と

に
合
わ
せ
、
面
環
パ
ス
、
オ
レ
ン
ジ

パ
ス
を
利
用
し
て
来
応
し
た
お
客
さ

ん
に
共
通
乗
車
曹
を
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
商
底
街
の
活
性
化
、
ま
た
循
環
パ

ス
・
オ
レ
ン
ジ
パ
ス
の
利
用
増
田
た

め
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
循
環
パ
ス
の
コ
l
z

マ
右
岸
車
コ
l
ス

〔上
田
駅

1
海
野

町

1
合
同
庁
舎
前

1
国
立
長
野
病

院
1
上
回
盛
岡
山
刷
1
上
田
駅
)

マ
右
山
西
コ
ー
ス

〔上
回
駅

1
上
回

公
園
前

1
国
立
長
野
病
院

1
忠
良

1
西
上
田
駅

1
上
回
駅
)

-
オ
レ
ン
ジ
パ
ス
の
全
6
コ
ー
ス

域
下

・
塩
民
コ

1
ス、

神
川
・
神

科
コ
ー
ス
、
豊
殿

・
神
科
コ
ー
ス、

車
塩
田
コ
ー
ス
、
西
塩
田
コ
l
ス、

浦
里

・
室
賀
コ

i
ス

一
λ
札
{
見

8
・
加
申
直
間

一

一H
同
毎
度
分
の
遍
趨
聾
げ
付
げ

一

-
財
田
鍵
約
係

踊
盟
申

5
2
5
7
)

今
年
度
に
市
が
購
入
す
る
物
品
と
、

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事

・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
白
人
札

・
見
積

に
参
加
を
希
盟
さ
れ
る
か
た
は

「
入

札

(見
積
)
書
加
願
」
を
拠
出
し
て

く
だ
さ
い
。

今
回
申
閉
す
る
と

4
月
l
日
か
ら

来
年
3
月
出
日
ま
で
、

1
年
間
有
効

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
時
年
度

-
M
年
度
分

白
書
加
願
を
提
出
さ
れ
た
か
た
は、

今
回
は
提
出
白
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
要
付
期
間

①
物
品

2
月
l

日
幽

i
岡
初
日
同

(郵
送
の
場
合
は

同
幻
日
消
印
ま
で
有
効
)

②
建
設

工
事

・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

3

月
1
日
幽

3
同
却
日
幽

(郵
送
の
場

合
は
同

m日
消
印
ま
で
有
効
)

マ

そ
の
他

「
物
品
」
は
申
踏
書
類

(市
の
指
定
用
紙
)
、
「建
設
工
事

・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
は
募
集
要

[6] 

項
を
、
今
月
か
ら
管
財
牒
(
市
役
前

南
庁
舎
3
階
)
で
そ
れ
ぞ
れ
配
布
し

て
い
ま
す

マ
慢
出
先

管

財
際
契

約
保

14.1.16 

市
で
は
、
中
小
企
識
者
の
皆
さ
ん

白
事
業
質
金
調
遣
を
支
援
す
る
た
め

に
、
低
利
の
制
度
融
貰
を
あ
っ
せ
ん

し
て
い
ま
す
。

今
回
、
無
担
保
無
保
証
人
で
利
用

い
た
だ
け
る

「小
規
模
企
章
事
聾
買

金
」
と

「新
規
開
業
資
金
」
白
貸
付

限
度
額
を
、
昨
年
ロ
月

η
日
聞
か
ら

ま
衰
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

群
し
〈
は
、
商
工
際
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ト占師資金使途izt野五附村部
小規復企縫
事築資金

s年以内
【・.月以内〉

年2.1%1，250方円
。低調。方向}

運転

段9・
5年以内【.."附

年2.1%ト一一一
7年以問
【1・酬

1，500万円
(1.ぽ.方向)
一ト
一

怒この他こも 各種賞金がありますのでご絹銚〈ださい.



納期限1月31日嗣
.市県民脱 4矧

・国民健雌保険鋭 1mJ 

受付，.

生活環境課
(本fi'舎1猪)

月の相談

() 

便利で確実な口座振替のご利用を

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
は
、
地
域
を

む
a
う
ぽ
A
V

広
々
と
見
渡
せ
る
眺
望
目
慣
れ
た
場

所
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

場
所
は
神
社
や
古
墳
跡
地
で
あ
っ

た
り
、
呼
び
方
も

「
月
見
堂
」
と
か

「
物
見
山
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

し
か
し
、
最
近
は
手
入
れ
が
さ
れ

ず
雑
木
が
神
び
て
し
ま
い
、
せ
っ
か

く
白
素
晴
ら
し
い
景
色
が
見
え
隠
れ

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
よ
う
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
白
地
区
で
も
折
に
ふ
れ

て
や
ぶ
を
切
り
開
き
、
間
伐
や
雑
木

の
頭
を
せ
ん
て
い
す
る
な
ど
し
て
、

社会福祉鎗職金
("11，8080) 

殴
般
談
相
個
制
敏
細

民
事
性
通
市
交
女

被

験

人権・悩みごと相談

農地問創相談

齢

絹

栂

相

盆

子

政

児

母

行

児

先
人
逮
が
整
備
し
て
き
た
よ
う
に
眺

望
白
維
持
に
努
め
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

な
お
、
景
色
が
見
え
に
く
い
と
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
千
曲
公
聞
は
、

景
観
回
選
の
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
手
を
入
れ
て
見
晴
ら
し

を
良
く
し
ま
し
た
。

結

上園術工会随所
(官暗唱00)

子育て支緩センター
甫部保育鴎内相麟奮
(O@3096) 

) 

2月14日開

[7] 

給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
に
つ
い
て

比
四
峨
脇
陣
愉
儲
け
げ
は
川
同
l

給
与
所
持
者
の
多
く
の
か
た
は
、
-
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
関
係
の

年
末
調
整
で
所
得
税
の
梢
算
が
さ
れ
説
明
会

る
た
め
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
確

定
申
告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

①
マ
イ
ホ
ム
を
住
宅
借
入
金
な
ど

で
、
取
得
・
増
改
革
等
を
し
た
場

合
②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

④
年
目
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し

て
い
な
い
場
合

ま
た
、
右
下
表
白
日
程
で
各
種
説

明
会
や
相
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
上
国
税
務
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
を
。

開催時間等説明金場開催日

2月5日凶|東部町動労者会館 l
[聖付開抽]

午盈1時~

[説明会]

午桂1時30升

午碓3時30分

丸子町文化会館

更調査市役所調室

よ田創造館
主化ホール

-
税
理
士
会
上
国
主
部
が
行
う
無
料

還
付
相
般
会

マ
と
き

2
月

4
日
開

1
3月
日

日
制

(土
曜
、
日
略
、
振
替
休
日
を

除
く
)
午
前

9
時

1
午
桂

4
時
(
正

午
か
ら
午
桂

1
時
ま
で
を
除
く
。
受

け
付
け
は
午
桂

3
時

ま

で

)

マ

と

こ
ろ
上
田
市
民
会
館
会
議
室

-
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
新
し
く

な
り
ま
し
た

昨
年
ま
で
の

6
種
類
の
申
告
脅
か

ら、

A
様
式
と

B
様
式
白

2
種
類
に

統
合
し
、
文
字
を
大
き
く
見
や
す
く

lν
さ
61ν
や
九
。

2月7日開

2月12日同

2月13日刷

14.1.16 



生涯学習市民大学購艦

「第33回
塩田女性問題研究集会J

江川紹子講演会
この集会は‘女性が軍庭や地語まのこ

とを思い社会で果たしていく世割につ

いて考える唱として、毎年開催してい

るものです。今年は、ジャ ナリスト

の江川紹子さんをお招きして、「私の

取材ノートから」と題して構潰を行い

ます。今の時代を生きるにあたっての

ヒントやこれからの生き方事どについ

てお話ししていただきます.

bとき 1月26日出午後 l時15分~
4時 t>ところ モルティ塩悶 b内
容 江川制下さん (ジャーナリスト)

による講演 「私の取紛ノ トから」

b入場料 無軒 t>申し込み 電話で
塩田公民曲 (血胞曲目〕へ (当日の1-'

加も可)

生涯学習市民大学

「はつらつ人生。

元気が一番/J
上野が丘公民館公開講座

bとき 2月14日榊午後2時-4時 t>ところ 血村環境改普セ/
タ (費殴支所) t>テマ 元気で楽し〈長生きするための1田綾
食入門 t>講師 永山久夫さん (食文化史研究家、テレビ ・ラジオで

もおなじみ) t>入拘置料 無料 t>問い合わせ 上野が丘公民曲 (国

@師団)

館
E
固

よ
岡

生
源
鎗
留
隈
臨
脚
申

5
3
0
2
)

上
聞
市
の
民
俗
芸
能
・

伝
統
芸
能

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、
桂
世
に

伝
え
、
伝
統
的
文
化
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
民
俗
芸
能
祭
を
開
催

し
ま
す
。
詳
し
〈
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

2
月
幻
目
的
午
桂
1
時

開
演
マ
と
こ
ろ
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
!
ル

(材
木
町
)

マ
拳
加
団

体
(
演
目
)
上
田
市
消
防
団
第
3

分
団
(
消
防
木
遣
り
で
岡
踊
子
神
事
・

小
井
田
獅
子
神
楽
・
別
所
温
泉
岳
白

轍
吉一一
岨
獅
子
}

マ
入
場
料

無
料

ぐ

1月24日は学校給食記念日です
戦桂、貴べ物が不Eした時代!こ、橿助物置をもとに学校給食が再開されました.その日を配意して学枝給量配意日が
腔げられました.

今、学校輯童は教育町一軍として、成畏湖町児童 ・生誕の皆さんに必要な県費車を薗・量ともにバランスよくと札る

ようにすることと同時に正しい食習慣を身につけ、心身ともに健康怠尭還を図ることを目槽に翼施されています.

平成13年度学校給食標語コンクール入賞作品紹介
(敬称略)コンクール在行いました。第一学校給宣センターでは、各学校の給食週間中に標簡を募集し、

中

中

中

( 

中四

中

塩田中

五
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• 
-上田市古年サッカー (8人制)大会
t>とき 3月23目的・同24日間 t>ところ 古戦場多目
的グラウンド ・南小グラウンド t>内容 トーナメント職

①商学年の部②低学年の部事女子の部 t>申し込み 2月

27日制までに重参加料を謡えて体育課へ P責任者会隠 3 

月8回世午桂7時から勤労者体育センター2階会議室(各

地区育成会長さんに閲惜要項を送付します)

・シルバースポーツ教室 (スマイルボウリング)

とお

|スポー‘U:?JlElfiーション
体育課 tlij'1f1"~1j

わ

.シニア ・レディースゴルフ教室聖講者募集

bとき 2月20日-4月24日の水噸日(全10回コース〉

午前10時~正午 t>ところ 太郎ゴルフ練習場 t>対量
市内在住 ・在勤の60歳以上の男性および女性 t>定員 30 

名 t>参加料 5.000円 t>申し込み 1月24日附-2月
7臼闘に重参加料を添えて体育課へ

1月29日帥

-平成'4年度学校体育施股開融利用団体の畳録を畳け付け
ます

市では、社会体育の普及握興を図るため、学校体育施設

を一般に開世しています。学校体育施世の利用を希望され

る場合には、 l年ごとに利用団体の畳揖が必要になります。

t>対車市内在住・在動・在学のかたで組織された、成

人の指導者のいる団体 b畳館方法 2月15日出までに
(郵送は必着〉所定の畳蹄用紙(体育課にあります)に必

要司可iを記入し体育諜へ t>その他 3月の畳韻団体によ
る日程調箆全議に、代韮者は必ず出席してください

山 相 利用できるIli股 ，-一利用できる日時

市内j、中学綬 |隼閤(田植 ー祝日および年末
※線下小'" 全面改築のため|年始は除く)4月1日-7月31
旦ユ5:!:F!t1':?とエ且呈亘|目は午後6崎30分-9降、 8
喝がおりまぜんのでご承知l月1日~来年3月31目隠午後
ください I 6時-9跨

5月1日-10月31日
午後6時3刷予-9時

薗小・~t;J\ .寝間、 .JlI:ill/J¥ • 
樽川小量服小南小塩図
西小
一中三中回中・五中
'"園中・六中旧一中〈旧一
中クラウンドも事聞できます)

書
館

グ
ラ
ウ
ン
ド

ン
タ

1lj 
長
野
大
学
で
は
、
広
く
ア
ジ
ア
全

域
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
グ

ロ
パ
ル
戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
た
め
の
留
学
紘
サ
ポ
ー
ト

・

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
か
ら
や
っ
て
く
る

留
学
生
白
た
め
に
、
生
活
用
品
(
生

活
必
需
品
、
電
化
製
品
、
台
所
用
品

な
ど
)
白
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

・7レッタ
ス
・
ス
タ
ッ
フ

都
合
の
よ
い
日
時
を
選
ん
で
、
定

期
的
に
仕
事
を
し
て
い
た
だ
く
パ

.市民組合体育大会 (一輪車)

bとき 3月3日佃午後 l時受け付け、午後l時40分腫

世間拍t>ところ 市民体育館 b封量小学l年生~一
般男女 b種目 ①50mスプリント②100mスプリント③
スラローム30m韓争 (男女共通、小 ・中学生各学年、 一般

の部) t>io加料 一人300円(種目宜裡可) t>申し込
み 2月22日幽までに重参加料を添えて体育課へ t>その他
参加者は必ずー輸E認をお持ちくださし、

、， 

ト
職
貝
。

仕
事
内
容
は
、
翻
訳
、
留

学
生
相
談
、
渉
外
な
ど
で
す

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
ス
空
ッ
フ

留
学
生
白
生
活
相
談
ゃ
、

日
本
語

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す

館
E
園

山上
田
市
制
施
行
印
周
年
を
記
念
し

て
始
め
た
こ
の
大
賞
展
を
本
年
は
次

回
よ
う
に
行
う
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

|山本鼎記念館美術講演会 11 

美術館老手るごと語ろう/
~神奈川県立近代美術館開館50周年の歴史を通じて~

講師原因光さん

マ
応
募
作
品

版
画
全
般
、
テ
ー

マ
は
自
由

マ
告
賞
(
賞
金
)

大

賞
1
点

(
1
0
0
万
円
)
、
準
大
賞

2
点
(
初
万
円
)
、
奨
励
賞

l
点

(
凶
万
円
)
マ
応
募
資
格

年
齢

制
限
な
し
・
圏
内
か
ら
由
応
募
に
限

る

マ
応
事
期
間

7
月
1
日
開
1

8
月
白
日
出

マ
作
品
搬
入

9
月

却
日
幽
1
問
幻
日
掛

マ
展
覧
会

叩
月
初
日

ω
i
u月
四
日
側

マ
応

襲
要
項
購
求
先

山
本
鼎
記
念
館
内

山
本
鼎
版
画
大
賞
展
実
行
委
員
会
事

務
局
(
〒
3
8
6
0
0
2
6上
田

市
二
白
丸
3
1
4
)

全国には約800以上も由美術館があり、さまざまな展車金が

常に企画 ・開催されています。こんな美術館大国日本に暮らす

私たちにとって、美術館へ出かける事はとても日常的な事にな

りました。「美術館は名画を鑑賞する所/Jもちろんそれも l
つの犠能ですが、美術館白役割はそれだけではありません。こ

申講演会では、 「美術館とはどんな役割をもっ施設な白ワ」を

テーマに、今年で開館50周年を迎える神奈川県立近代美術館・

主任学芸員の原因光さんに諮っていただきます。「村山焼事展」

「長谷川和j行展」など数々の展覧会を作り上げてきたエピソ

ド、美術白亜話などもお話ししていただく予定です。

bとき 2月2日出午桂I時30分-3時3日分 t>ところ 市

民会館2階大会議室 b参加料 輯料 t>申し込み 2月 1日

樹までに電話で山本J¥U記念館(回⑫2693)へ

[9) 14.1.16 



H E H A L T 

保健ガイド

-スポーツ交流会開催
陣容を持っかた・持たなL、かたがいっしょになって

交流を深めるスポーツ教蜜です。

bとき 2月5日ω午後l時-4時 bところ 上
田市民体育館 b内容 Newスポーツ、簡単な球技

など 1>対象上小地域在住白身体障害者と一般のか

た(どなたでも害加できます) 1>参加料無料 b持
ち物 上ぱき(運動靴) 1>問い合わせ 上聞地域身体

障害者自立生活支援センタ 〔回@5522・園@5520)

-機能訓練教室をご利用ください
自治宝くじの助成金により、新たに機能訓練器具を

購入し、訓輔教室白内容が充実しました。

1>とき 毎週火曜日午前10時~正午 bところ ふ

れあい福祉センター3階 b対象者 40歳以上白市民
で、機能訓練を希望される介護保険に該当しないかた

1>内容 日常動作3練、皮細工作業など b番加料
無料 b問い合わせ 健康推進課(回@82叫)

( 

• r痴ほう」についての相談会
bとき 2月13日脚午後l時10分-5時 bところ
市役所南庁舎l階高齢者介護課 1>定員若干名

b相談担当 期内静子さん(グループホ ム 「せせら
吉」 ・介護相談室「せせらぎ」代表、元国立小諸療聾

所痴ほう性老人病棟副婦長) 1>申し込み 世話で高

齢者介護課(固⑫410日目1616)まで

G U D E 

-出産育児一時金の早期支給
国民健康保険の出産育児時金は、出生を居17出

たときにお渡しする 『出産育児一時金支給申請書』

に記入し提出いただくと、通常口座振込により支給

されます。ただし、お急ぎの場合(退院までにE受

けになりたいとさ在ピ)I~，次のように手続きをし

てくださし、

出産した時点で、すくに 『出生届』 ・『出産育児

時金支給申請書』 ・『保険証』を市民課窓口ヘ提

出し、早期支給を希望する旨申し出てください。申

請臼の翌日か翌々巴に現金で支給します。

ただし、土曜日や体日在どに力、力、る場合は、遅れ

ることがあります。

・出産膏児一時金早期支給の手続き

出産 ~I ー・皿函盃謹温掴温車盗-

|
|
|
+
順
El

-

-

↓

-申謂書、出生届、保険証の提出
・皐期支給の希望を缶える

nv
 

-・m~~.. 恒望長官同信義掴・..  属司 I:t<ヨ底辺面Z事-
-支払日などの説明

~(翌臼または翌々日)

-・町田;;f，:晶訟提・... ，端正面L-';iIjjl~rr;.~

退院 -印鑑と身分証明書頚を持参する
.出産育児一時金を現金で畳桔

国保年金課(哩路島5118)-問い合わせ

2月のa幼児健康鯵置・教室
健康推進課(困@82判)

1>量付時間 ①乳幼児健康器査(4か月児・10ヵ、月児・

1歳6か月児・3歳児〉 午桂i時-2時②2寵児教

室午桂l時-1時15分[①、②とも午桂零時四分以
前の受け付けはできません1>持ち物 ①乳幼児健

康器査母子健康手帳、健康睦査謀(赤ちゃん手帳の

中にありますので記入してお持ちくださL、。3歳児は

視力・聴力検査を実施して、記入してください)、パス

タオル、おむつ、赤ちゃん手帳、歯プラ γ(J揖6か

月児)03歳児は、尿検査の容器をお送りしますので、
お持ちください②2歳児教室 母子健鹿手帳、おた

ずね用紙、省プラン、コップ、おやつ代(実費)、おや

つ周はし・スプーン・フォークなどとお皿l

-保健センター(市役所南昨書2階)

健康惨査 実施日 生年月日

4か月
2月7日 13.9.16-9 .30 
2月27白 13.10.1-10.15 

叩か月
2月15日 13.3.16-3 .31 
2月28日 13.4.1-4.15 

1歳6か月
2月6日 12.7.16-7 .31 
2月20日 12.8.1-8.15 

3歳
2月5日 11.1.1-1.15 
2月19日 11.1.16-1.31 

2歳児教室
2月1日 11.11. 1 ~11.15 
2月26日 11.11.16-11.30 

.掴国母子健康セン?-(掴図・JII酉地Eのかたのみ)

1 カ月 一一
I 10カ月 リ日】

13.9.16-10.15 
13.3.16-4 .15 

・111酋社会福祉センター(租園・川酉鎗Eのかたのみ)
目 3歳 2月13日 I10.12.1 -11. 1.31 
2歳児教室町-2月12日 11.11.1-12.31 

....ーーー..・ー・・ ーーーー..-... ...... ......咽・........... ..... ............ ........... ...・..ー・......ー・ーーーーーー・ーー・..ー・.ーーーーー.-.-ーー・.... . 
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瞳髄

子ど事たちぬ目目るい未来ぬために

昨年12月20日鋼、 「総合的な学習由時間」の一環として、東小学校の 5年生とそのお母さ

んがたが、しめ糊づくりを行いました。

「総合的な学習の時間」とは、各学校が地域の特色を生かし、家庭や地域が一体になって、

児童の興味 ・関むなどに基づいて創意工夫をする活動です。この活動を過して、児童みずか

ら際題を見つけ、創造的に考え、主体的に判断し、 l同組を解決する力と、畳かな感性を育て
ることが目的です。

東小では、地境目かたが講師になり、児童たちが苗を植え、稲を育て、収種まで行いまし

た。今回は、そ白とき残勺たわらを使ってしめ縄をつくり、とれたお米はおはぎにしました。

普段目生活ではできないお米づくりを、 人ひとりが量初から最桂まで行うことができ、

児童たちにとってはたいへん貴重な体験になりました。

たくさんの経験をすることは、子どもたちにはとても大切なことです。子どもたちの明る

い未来のために、これからも貴重な体験の機会を、地域一体となってつくっていきましょう。

企古母さんや地壊のかたとー帽に作りました 企もち米はおはぎにして宣べました

[11) 14.1.16 
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. 

美術館建設研究委員会から

皆さんのご意見をお寄せくだ高い

fヲ

上
岡
市
総
合
美
術
館
に
関
す
る
報
告
書
(
抜
粋
)

司
判

|
L

上
田
市
総
合
美
術
館
は
学
習
、
創

造
、
教
育
活
動
を
行
う
英
晴
館
を
目

指
し
、
広
く
市
民
、
社
会
に
聞
か
れ

た
も
白
と
す
る
。
そ
し
て
、
別
世
紀

に
向
か
っ
て
発
信
す
る
文
化
、
教
育

交
流
拠
点
目
中
絞
施
設
白
重
責
を
果

た
す
こ
と
を
柱
と
し
て
、
次
の
よ
う

に
構
築
し
、
そ
の
活
動
を
展
開
す
る
。

作
品
は
、
山
本
鼎
、
石
井
鶴
三
の

美
術
教
育
の
作
品

・
質
料
を
顕
事
展

示
。
郷
土
作
車
の
作
品
も
常
設
展
示

す
る
ロ
ま
た
写
真
家
ハ
リ
1
・
K
・

νゲ
タ
の
資
料
を
情
え
て
全
国
視
野

田
写
真
常
設
展
示
を
行
う
。

司
副

|
L

山
本
冊
、
石
井
鶴
三
白
精
神
と
、

そ
の
偉
業
の
拠
点
と
し
て
実
践
由
学

習
を
行
う
美
術
館
と
す
る
。
市
民
の

た
め
の
学
習
輩
、
購
瑚
口
周
ア
ト
リ
エ
、

(可

講
堂
、
美
術
図
曹
輩
、
展
示
室
を
惜

え
、
講
座
、
構
型
金
、
研
究
会
、
制

作
な
ど
の
普
及
活
動
と
そ
の
研
究
成

果
の
展
示
を
す
る
。

司
劃
念

|
L

長
街
教
育
、
創
造
活
動
を
基
本
に
、

文
化
発
信
の
拠
点
と
し
て
田
使
命
を

尽
く
し
、
市
民
書
加
を
原
点
に
生
涯

学
習
白
中
核
の
役
割
を
果
た
す
、
市

民
に
聞
か
れ
た
災
前
館
と
し
て
、
文



• 
化
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
を
基
本

理
念
と
す
る
。

司

E
V名
称

|
L

上
田
市
町
風
土
に
合
っ
た
個
性

的
で
魅
力
的
な
美
術
館
と
し
て

「
上
田
英
術
館
」
と
す
る
。

地
名
目
固
有
名
詞

「
上
回
」
は

ご
く
普
遍
的
で
あ
る
。

上
回
白
風

土
そ
の
も
の
で
あ
り
、
市
民
に
と
っ

て
ふ
る
さ
と
を
代
表
す
る
魅
力
あ

る
名
で
あ
る
。

千車 3ふ1
ν自!人 彰l
'i'明の

Z石霊 示l
E義主 住
専員宅1
て.

?古 リ ~ I
誼 l二i
展 ・ て L

山本則 (1田2年...... 1946~. .知県岡崎市生まれ)

洋画家。東京美禰学佼i!!i洋画科を卒業。 1918年に日

本創作版画飽金を股立、翌年には自由画教育と農民美

術運動を提唱 ・実施した。前者除、お手本を襖髄し‘

その巧悩を評価基準にしていた従来の図画教資を否定

し 子どもの創造性を引き出そうとした画期的な饗宵

であり、後者は農村の宜イL 生活水撃の向上を目的と
したe

示
す
る
。

司
劃
地

|
L

旧
第
一

ー中
学
校
跡
地
と
す
る
。

新
規
購
入
が
必
要
と
な
る
土
地

は
論
外
と
し
、
市
町
所
有
地
目
中

で
建
設
適
地
を
考
え
る

こ
と
と
し

た
。市
民
、
社
会

に
と
っ
て
有
益
で

あ
る
こ
と
、
事
く
白
人
が
わ
ざ
わ

ざ
出
か
け
な
く
て
も
よ
い
場
所
、

利
用
し
や
す
い
こ
と
を
考
え
る
の

は
自
然
で
あ
り
、
山
由
上
、
辺
ぴ

な
田
閣
に
あ
る
主
術
館
は
多
く
白

問
題
を
抱
え
る
た
め
、
建
設
適
地

と
は
百
え
な
い
。

第

一
ー中
学
校
跡
地
は
、

街
地
か
ら
書
い

て

5
分、

石井鶴三(1田"享~'973淳、東京生まれ)
彫剖象。 1924年から1970名手まで敗戦の停を除く毎夏

上国市を肪札よ悶彫盟研究会の111師を務めた。これ
が縁となり県下各地の美術教舗に大きな影・を与え、

磁山美術館建段にも飽力した。 1944毎 日本版画飽会

会畏となり、東京美術学校教授に就任.長野県美術教

青研究会では講師として指導にあたった。

上 中
国心
駅市

ハリ 'K・シゲタ(1田7年-1冊3年上田市生まれ)

写真家。 1叩2年議米。ミネソタ州セントポル美術

研究所を終了、 1920年にハリウッドの映画総覧カメラ

マJになる。 4年後 シカコのモフェット ・スタジオ
の箇席カメラマンに選ばれる。 1931年スタンオを開股

し、 流線箆の広告写真を手がけた。 19田年アメリカ

写真協会の名省会員となる。

か
ら
叩
分
余
り
で
行
け
る
第
一
級

の
美
術
館
適
地
で
あ
る
。
敷
地
に

は
駐
車
場
、
屋
外
公
園
、
イ
ベ
ン

ト
広
場
を
設
け
、
芝
生
艶
地
な
ど

も
行
い
た
い
。

上
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ

ミ

上

田
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
の
中
で
文
化
交
流
拠

占
と
位
置
付
け
司切
れ
て
い
る
。

上
田
市
文
化
セ
ン
タ

ー
が
隣
接

し
て
お
り
、
美
術
館
四
第
二
展
示

場
に
利
用
で
き
、
県
展
の
聞
協
も

可
能
。
文
化
白
拠
占
と
し

て
ふ
さ

わ
し
い
。

審
査
評
価
会
を
設
置
し
、
収
集
す

べ
き
作
品
か
検
討
し
て
い
く
。

E
釦
模
、
構
造
|
」

延
床
面
積
で
約

6
0
0
0
.
d
。

建
物
は
、
美
術
館
に
ふ
さ
わ
し

い
形
と
す
る
。

周
り
の
樹
木
も
調

和
さ
せ
、
空
き
地
は
芝
生
と
す
る
。

避
捗
道
以
外
は
石
造
り
と
し
な
い
。

構
造
は
耐
火
、
耐
震
構
造
と
す

る
。

3
作
家
の
常
設
展
示
は
独
立

し
た
構
築
方
法
、
つ

ま
り
個
別
展

示
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
情
造
と

す
る
。
地
下

l
階
を
設
け
ハ
リ

1
・
K
-

y
ゲ
タ
館
と
す
る
。

そ
の
他
展
示
室
、
学
習
室
、
収

蔵
庫
、
賢
料
室
、

ミ
ュ

I
ジ
ア
ム

ン
ヨ
ァ
プ
、
軽
企
喫
茶
テ
ィ
ー
ル
ー

ム
、
講
堂
を
股
置
す
る
。
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
は
、
市
民
の
作
品
発
岩
田

展
示
室
で
、
市
民
宰
加
型
の
生
涯

学
習
の
成
果
を
属
示
。

美
術
館
白

企
画
展
に
も
利
用
す
る
。

品上 引
か国 l 
れ市業|
た総_.I 

7定合
術 J高
館術
を館 1
目 lま |
指 |

し市 |
、民 L一一

特
に
教
育
普
及
に
力
を
入
れ
る
。

学
芸
員
に
つ
い

て
は
、
役
割
を
学

芸
部
と
教
育
普
及
部

に
二
分
割
す

る
。

学
芸
部
は、

賢
料
白
調
査
研

究
、
企
画
、
美
術
品
の
受
け
入
れ

管
理
、
保
存
な
ど
を
行
う
。
教
育

普
及
部
は
、
市
民
書
画
に
よ
る
学

習
、
研
究
創
造
活
動
を
行
う
と
い

う
上
田
市
総
合
美
術
館
の
基
本
方

針
の
も
と
、
教
育
普
及
、
生
涯
学

習
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

年間運営責

司料の収集同」

O
山
本
州
、
石
井
鶴
三
、
ハ
リ

・

K
-
シ
ゲ
タ
白
作
品
、
質
料

O
物
故
の
郷
土
作
家
、
上
回
に
閲

m
悼
の
深
い
作
家
の
作
品
、
宜
料

O
前
記
門
家
と
関
係
の
深
い
刊
家

の
作
品
、
資
料

作
品
収
集
す
る
場
合
は
、

収
厳

三里主主
入館料、ショ ッ
プ手数料館発
行物など

2.040万円

歪E
人件貨 獲策費、
運営費管理費
など

1傍9.5叩万円

-
生
涯
学
習
標

(同
幽
⑫

5
1
0
2
・
闘
溝
型
3
7
4
5

問
・
ヨ
隼
吾
畠
曇
聾
E
E骨。一
-
Z
E
E
-
z
a
g
o-
』

司

)
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新
世
紀
の
扉
を
ひ
ら
く

3
生
渥
学
習
都
市
宣
言
記
念
式
典
よ
り
①
i

平
成
口
穿
度
に

「
生
涯
学
習
恒
市
宣
言
」
が
議
決
・
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

目
、
文
化
会
館
で

「生
蚕
壇
画
都
市
宣
富
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

5
2
t
h
 

記
意
式
典
に
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
体
験
発
賓
と
し
て
、
「
賓
罷
唱
歌
を
愛
す
る
会
」
代
表
の
兎
束
誠
美
さ
ん
、

「
音
訳
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
っ
く
し
の
会
」
代
衰
の
太
田
マ
リ
子
さ
ん
に
、
生
涯
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
‘
日
ご

ろ
の
活
動
の
様
子
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
兎
束
さ
ん
に
は
、
世
代
を
超
え
で
歌
い
つ
い
で
い
く
こ
と
の
素
晴

ら
し
き
を
、
太
田
さ
ん
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
か
か
わ
る
こ
と
の
尊
さ
を
こ
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
新
世
紀
の
扉
を
ひ
ら
く
」
と
題
し
、
作
家
の
津
本
陽
さ
ん
に
よ
る
記
念
開
演
が
行
わ
札
、
「
困
難
な
時
代
に
あ
っ
て

も
、
新
生
の
道
は
あ
る
』
と
、
結
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
第
1
固
と
し
て
、
兎
東
淑
美
さ
ん
の
発
衰
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

歌
う
こ
と
と

心
の
ふ
れ
あ
い

『童
謡
唱
歌
を
愛
す
る
会
」

う
づ
か

t
ゐ

代
表
兎
東
調
美
さ
ん

「
上
回
童
謡
唱
歌
を
貴
す
る
会
」

は
乎
成
3
年
6
月
に
発
足
し
ま
し
た
.

「
綾
子

3
代
で
軟
い
た
い
」
、
「
核
と

な
る
家
庭
を
大
明
に
し
て
、
そ
の
中

で
明
る
〈
京
の
中
か
ら
歌
声
の
聞
こ

え
て
〈
る
よ
う
な
町
に
し
た
い
」
と

い
う
こ
と
を
舎
の
目
標
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
.
会
員
教
は
ロ
づ
て
に

猶
唱
え
て
ま
い
り
、
現
在
、

3
6
0
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
.
初
代
か
ら
卯

代
ま
で
の
人
が
い
ま
す
が
、
印
代
、

初
代
町
会
員
が
多
〈
.
毎
回
、

1
5

。
人
か
ら

2
0
0
人
町
会
員
が
練
習

に
来
ま
す
.
こ
の
日
年
問
、
会
の
運

営
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ど
し
て
携
わ

る
世
買
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
ま

L
た・

H
年
町
問
-
つ
の
も
め
事

も
な
〈
、
和
や
か
な
穿
囲
気
で
運
営

が
で
き
て
お
り
、
こ
れ
は
と
て
も
景

「

昨
年
刊
月

3
日
の
文
化
の

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
.

平
成
日
年
の
畏
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ァ

グ
で
は
、
音
量
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
.

駅
に
世
け
ら
れ
た
大
き
な
特
紋
舞

台
で
、
み
ん
な
で
「
ふ
じ
の
山
」
を

歓
い
ま
し
た
・
外
国
の
か
た
も
い
る

の
で
、
パ
ッ
ク
に
大
き
な
富
士
山
を

指
き
、
一
目
で
何
を
歌
っ
て
い
る
の

か
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
・

『
歌
う
こ
と
と
生
活
』
に
つ
い
て
、

会
員
の

A
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご

紹
介
し
ま
す
.
A
さ
ん
は
、
卯
織
を

超
え
ら
れ
て
か
ら
も
例
会
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
し
た
.
秋
田
例
会
で
.

「
里
の
秋
」
を
歌
っ
た
祈
り
の
思
い

を、

A
さ
ん
は
新
聞
に
投
稿
さ
れ
、

記
事
に
な
り
ま
し
た

.

A
さ
ん
が

子
ど
も
の
こ
ろ
の
こ
と
で
す
か
ら
、

印
年
以
上
前
の
こ
ど
で
す
が
、
そ

の
時
吋
代
の
様
子
、
家
族
の
逼
か
さ
、

周
囲
の
風
景
、
そ
し
て
少
し
の
悲

し
さ
が
伝
わ
り
、
私
た
ち
も
大
変

d

出
動
し
ま
し
た
.

「
里
町
秋
」
の
歌

が、

A
さ
ん
を
心
的
故
榔
に
導
い

た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
.

-------
-----aEE--
---

今
年
、
佐
世
保
で
童
館
唱
歌
の

金
国
大
舎
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
.

佐
世
保
で
は
、
ふ
る
さ
と
創
生

l

惚
門
事
量
の
基
金
を
も
と
に
し
て

「
星
、
海
、
歌
」
を
テ

1
マ
に

L
、

叩
年
に
護
っ
て
、
立
世
代
町
子
ど

も
を
育
て
る
取
り
組
み
を
続
け
て

き
ま
し
た
・
-
人
の
作
詞
家
が
生

ま
れ
、
佐
世
保
中
で
そ
の
人
を
主

ゆ
慨
し
て
、
全
国
に
そ
の
歌
を
発
信

し
て
い
ま
し
た
.
そ
の
か
た
田
作

品
が
、
手
作
り
童
謡
コ
ン
テ
ス
ト

で
最
世
芳
賀
を
受
賞
さ
れ
、
教
科

書
に
も
厳
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
.

そ
れ
が
可
に
と
っ
て
大
正
大
き
な

こ
ど
で
、
そ
れ
か
ら
そ
う
い
う
運

動
が
続
い
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
.

佐
世
保
で
開
催
さ
れ
た
全
国
童
槌

サ
ミ
y
ト
の
帰
リ
、
私
は
飛
行
機

か
ら
景
色
を
見
て
、
本
当
に
日
本

町
山
々
は
美
し
い
、
山
々
の
花
が

布
地
の
ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
に
美
し

か
っ
た
で
す
.
そ
し
て
‘
こ
の
美

し
い

B
本
の
固
と
こ
の
環
境
を
大

切
に

L
、
子
孫
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
芯
い
と
哩
い
ま
し
た
.

童
謡
は
あ
る
時
は
、
ふ
る
さ
と

へ
の
懐
か
し
き
を
誘
い
、
あ
る
時

は
幼
い
思
い
出
を
眠
ら
せ
、
そ

し
て
、
明
日
へ
つ
な
が
る
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出

L
ま
す
.

私
た
ち
は
凶
年
四
実
績
を
も
と
に

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
叩
年
は
子
ど

も
た
ち
と
と
も
に
夢
を
持
っ
て
歩

み
た
い
と
思
い
ま
す
.
私
た
ち
は

立
の
時
代
を
担
う
子
ピ
も
た
ち
と

童
絡
唱
歌
、
さ
い
も
の
、
新
し
い

も
の
を
敏
い
、
そ
の
中
か
ら
帽
土

を
量
す
る
心
、
世
し
さ
、
美
し
い

も
の
に
悪
動
す
る
心
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
.
な
ぜ
な
ら
、

音
量
は
自
然
に
心
に
染
み
て
い
〈

も
の
だ
か
ら
で
す
.
綾
子

3
代、

大
空
の
も
と
で
、
太
郎
山
を
見
な

が
ら
四
季
を
愚
じ
、
一
同
が
憩
え

る
よ
う
な
活
働
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
.
そ
の
た
め
に
、
私

ピ
も
量
揺
唱
歌
を
愛
す
る
舎
も
腎

カ
い
た
し
ま
す
.
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【教育行政相談
なんでもお気軽にどうぞ

教育関係のご相厳については、下記の電話(直

通)へおかけくだ古い.

-
旬
月
定
例
会

ロ
月

6
日
醐
聞
協
し
た
凶
月
定

例
金
の
主
位
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

蓄
積
事
項

よ
回
市
立
小

・
中
学
校
管
理
規

則
の
一
都
政
正
に
つ
い
て

学
校
教
育
法
の

一
部
が
改
正
さ

れ
、
小
学
校
且
日
中
学
校
白
出
席

停
止
制
度
目
要
件
が
明
確
化
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
出
席
停

止
の
命
令
の
手
続
き
に
関
し
て
必

聾
な
事
項
を
、
管
理
規
則
の
中
で

ど
の
よ
う
に
組
定
す
る
か
に
つ
い

て
審
議
を
し
ま
し
た
。

@51031生涯学習際問和教育銀当

生涯学宙線生産学習係

生涯学面S理主化復興係

生涯学冒腹立化財係

骨8080

骨引02

@5102 

@5102 

O 体育線骨引田
スポーツ体育絡股
について

-
ロ
月
り
日
開
臨
時
会

四
月
市
犠
金
定
例
会
に
お
い
て
、

清
水
卓
爾
委
貝
自
任
命
案
が
同
意

さ
れ
、
市
長
か
ら
教
育
委
員
に
世

命
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
仲
い
臨
時
会
を
開
備
し
、

教
育
委
員
長
に
宮
山
江
以
子
委
只

を
、
教
育
普
員
長
蔵
務
代
理
者
に

は
清
水
卓
爾
蚕
貝
を
選
任
し
ま
し

た。宮島江以子

書

E担爾

啓子

清水

安井

会の織成

畏

'‘ 署員畏
膿崎代理者

員

聾
'" 

ヲ時敏

忠夫

温入

我妻

員

畏育

委

教 申5100I教育総務餓庶務係

r上田市箆』
編さんだより⑮

貿易の白由化と綜集

最
近
、
太
郎
山
の
山
麓
の
里
山
を

書
く
僚
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
目

白
白
し
し

に
つ
い
た
こ
と
は
山
の
中
や
畑
が
猪

に
掘
り
返
さ
れ
て
い
る
光
景
で
す
。

ま
た
、
山
に
入
っ
て
び
っ
く
り
し
た

の
は
、
雑
木
の
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
が
す
勺

か
り
大
き
〈
な
っ
て
い
る
こ
と
と
松

宜
い
虫
に
よ
る
輔
残
な
松
の
盛
で
し

た
。

し
ん

か
つ
て
里
山
は
人
々
に
燃
料
の
薪

z

f

a

 

民
・
木
材
・
抹
を
供
給
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
ロ
現
在
は
ほ
と
ん
ど
山
を

利
用
し
な
く
な
り
、
私
た
ち
の
頭
か

ら
山
林
原
野
に
つ
い
て
由
記
憶
と
歴

史
が
消
え
か
か
っ
て
い
ま
す
。
林
業

に
つ
い
て
は
本
年
出
版
さ
れ
る
近
現

代
編
第

3
分
間

「
現
代
産
量
へ
の
あ

ゆ
み
」
で
倣
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は

林
業
が
衰
逃
に
追
い
込
ま
れ
た
契
慢

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

熔
料
革
命

昭
和
初
年
代
由
経
済
の
高
度
成
長

期
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
が
行

わ
れ
、
安
く
て
取
り
扱
い
の
世
利
な

石
油

・
天
然
ガ
ス
が
大
量
に
輸
入
さ

tコ

市箆躍さん室(由@9741)

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

石
炭
や
薪
炭
が
燃
料
白
中
心
で
し
た

が
、
わ
ず
か
数
年
で
石
油
や
ガ
ス
が

家
庭
用
規
軒
の
主
役
へ
と
変
わ
勺
て

し
ま
い
ま
し
た
。
長
い
間
軍
庭
で
使

わ
れ
て
き
た
薪
や
木
炭
が
慌
を
消
し

て
し
ま
い
、
こ
の
短
期
聞
の
変
化
を

燃
料
革
命
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

上
小
地
方
白
薪
炭
白
生
産
状
況
を

み
る
と
、
昭
和
白
年
は
木
炭
が
最
も

書
く
生
直
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
由
佳

生
産
が
急
速
に
落
ち
て
い
き
、
拍
年

に
は
わ
ず
か

4
0
0ト
ン
た
ら
ず
と

な
り
ま
す
(
図

1
1
薪
炭
を
作
る

‘，‘
u
a
v
'ゐ

た
め
定
期
的
に
雑
木
林
は
皆
伐
や
問

u
q
 

伐
を
行
う
の
で
山
に
手
が
入
り
、
林

の
わ
い
化
や
樹
木
白
亜
新
に
役
立
ち

$
6
'
ν
や
九
。

-司"・3*_ t 01 E・・..HJ;!I"慢の生産高初隆移

・・・.

1. ". 

.包

1.'" 
4 ・・・
s ・・.
2 ・・.
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木
材
の
自
由
化

昭
和
泊
年
、
木
材
の
自
由
化
が
実

施
さ
れ
て
外
国
か
ら
安
い
木
材
(
外

材
)
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
上
小
地
方
で
は
釘
年
か
ら
書
く

の
外
材
が
輸
入
さ
れ
、
刊
年
代
に
は

国
産
材
は
外
材
に
そ
の
座
を
章
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
(
図

2
1
そ
の
た

め
に
森
林
の
伐
探
が
ほ
と
ん
ど
な
く

な
り
、
手
白
人
ら
な
い
山
が
多
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

.. 
IZJ円ヘL
，ド'

....".l~ 

一寸

トー

.. .. 

••• 
図2
・...軍将・R・E

.. .. .. 

‘・

ι
 

d

，
 

包

V

林
葉
が
衰
過
し
た
契
機
は
貿
易
の

自
由
化
に
よ
る
も
の
で
、
現
在
は
農

業
か
ら
工
章
に
至
る
す
べ
て
の
升
野

で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

自
然
環
境
の
緑
や
水
を
守
る
こ
と
は

ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

最
近
、
森
林
は
地
球
温
暖
化
を
防

ぐ
た
め
の
役
割
が
求
め
ら
れ
、
そ
の

価
値
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

山
の
動
物
た
ち
に
住
み
よ
い
豊
か
な

森
林
は
、
人
間
に
と
う
て
も
大
事
な

自
然
現
境
な
白
で
す
。

1・・・
" . 
... 

.. .. 
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投稿先/〒甜6.0025上岡市天神2-4-74

上田市教育笹口会「教宵つえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別を

明記し、氏名 ・自柏会名・暗暗番号をご記入

のうえ梧月18日までに投かんしてください。

今月の投稿数
短lII<. 146首、俳句 ・109旬

川榔・ 67旬、計・ 322作品 文芸

神

科

新

屋

古

川

睦

子

老
夫
持
ひ
っ
そ
り
革
ら
す
向
い
ま
の
庄

に
黄
輔
の
大
輪
な
ら
ぷ

材

木

町

大

苔

文

子

且
も
知
ら
ぬ
下
技
の
子
ら
の
「
今

aは」

そ
の
一
吉
は
吾
を
助
ま
す

下

常

由

連

藤

原

子

よ
弦
の
月
の
ぼ
う
車
し
荷
角
に
押
亀
さ

そ
ふ
や
き
い
も
の
苗
西

脇

田

中

豊

i

・4
5'

吾
が
且
の
公
耳
樹
大
樹
は
百
年
の
A
V
を

朝
々
散
ら
す
黄
菅中

之

条

山

宮

孝

正
官
の
責
聞
の
楊
に
果
て
退
く

7
草
を

引
く
怯
久
の
高
雁五

加

竹

内

寓

維

持
を
刺
く
小
春
日
和
の
縁
剖
に
刊
を
語

る
か
八
十
路
の
え
時
揖
が
丘

一
聾

石

神

間

清

人

朝
夕
に
下
る
だ
む
の
曹
を
追
い
船
酔
を

思
い

L
抑
留
の
日
々
蝿

場

町

武

井

宏

雄

同
組
会
五
十
年

e40な
る
奥
骨
を
老
い

ら
ぱ
ら
扱
き
場
舟
に
さ
は
ふ

古

安

届

叩

聞

陸

畳

志
士
た
ち
が
錯
す
を
託
せ

L
A
後
郭
蝋
配

の
大
砲
政
h
，T
む
な
し

口
問
阿
山

極
語究

宮
崎
盛
登
選

口
門
〕
白

鈴
木

み
ま
か
り

L
祖
母
送
る
牟
に
添
う
よ
う

に
捷
ふ
幼
時
の
修
〈
且
ゆ
る

新

聞

脅

絵

蹄

江

L

U
F
6
3
 

智
香
楽
の
古
き
訓
却
の
阜
り

L
闘
を
語
る

学
芸
員
の
働
の
か
が
や
さ

上

常

国

岩

佐

か

め
よ

行
き
す
さ
る
ま
の
テ
レ
ヒ
の
音
高
く
位

む
人
々
の
老
い
を
忠
一危
う

下
紺
匝
町
石
倉
か
障
子

執
の
閏
の
さ
ん
さ
ん
と
注
ぐ
野
外
膏
楽

会
若
き
男
女
の
歓
声
さ
や
か

中

野

竹

内

健

艶

革
困
の
落
ち
常
に
霜
の
白
々
し
虫
ら
は

す
で
に
冬
眠
に
入
る
丸

抱

町

長

荘

川

買

披
岸
す
き
な
お
盛
ん
な
れ
ソ
普
天
に
え
上

の
骨
と
う
朝
顔
の
花
小

泉

図

中

徳

伎

並
木
々
の
回
毎
色
曜
く
ま
っ
ゆ
く
古
里

の
由
然
を
歩
む
幸
せ
輯

が

丘

津

林

情

司

氷
年
勤
続
の
晶
謝
状
し
み
じ
み
桂
み
込

え
す
職
引
き
て
平
七
年
に
な
る

手

緩

柳

町

も

と

子

こ
も
ご
も
に
生
き
車

L
ド
ラ
マ
語
る
在

う
か
ぶ
韓
子
ら
亡
き
父
母
の
瀕

五

加

久

保

あ

き

ょ

人
生
の
苦
時
の
り
こ
え
五
十
年
プ
ラ
ス

思
考
に
級
珪
盛
る官

士

山

富

賀

文

江

訪
ね
皮
き
思
い
に
品
町
、
一
色
屠

L
古
里
は
正

母
亡
く
な
り
て
足
の
遣
の
く

理
者
詠

五
十
余
年
す
き
て
色
あ
せ

L
ア
ラ
ラ
ギ

執 女 Jι 
官書骨

定ι ひ せ 萌
目調易冬紅自主 t の エ 4冬 満 .. と ま 治 れ ム葦 わ

日
止車 告 同 月 同 ロ け }の竜就職得を酔に 敬が

tこ る 、-ーF ~ や の 〈 て
も あ 裏 と s 岳 酒 る 抽 って神官う 選畠翼 の
み ロ 新 せ 主エ

山じ酉 L聾ー脚色大宮小瀕中 !k中菅上?田吉 の西 むぐ車み小春自千由町舟設A下紺屈町 幸がり 伸 あ。
の昔人の酔免なの夜

田ま脇や地位所つ匝担泉の村喜立舟。野晶風 を脇 ほすず台 ののや畑 ひ

が珠畳むや生タ 脈 ど制上山 の
でや，) や

ね1子2212f目 。伺F歌早さま議 a世，露 首み伴h 者パン毒冬自2の聞でh事子代z 
正佳たし緒車 夫昭 おさ 子弘 モν兵道弘 鍵美峠礼子 す 哨草

一健

岬遭繕 執 " あど 量たt 
紋息... 
蛇

霜喜時 落
4ミ 宮

格者描 風 プ まっ ロ 尤日 の の
の時で ヵe Jレ す ζ L 命、 るを 通 滝
iI1-
百 串太。

期 、、 今、 .. ら
神楽
且 サ

の 少 の L 場 々 五 1 、
雀遺

i正 イ 映

具 が 語み よ 本 -骨 人 朝 の 暗。レり
で

it新鋭長単枯。すず台Jt 我身と 下之揮 亡久が 量宮町
れ岩き中も新 v 

東前山 ン新 L お いを
4曇。(つ処

の の寒紅
五 こ図つ島 下と村 L田 正 タ 〈田昔
月 とIlオt ひ と 瀕い 五、 も 走り か

3をF 
之小林郁一Z司、絵弁 立野野本今

と工なF 崎山 たをオι

保
と
み守 君な

つ藤ら ま絵み出金湾が松弁 4、弘 じゅ
る うる眠 をん に L''1'' !i: 〈

扇空る ても文枝 でる九月
碕

道弘 る正惜 鵬江
事 史
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